
甲南大学経済学会
（懸賞）論文書き方ガイダンス

－準備編－



目次

はじめに

1. レポートと論文の違いは？

2. 研究について

3. 先行研究を調べよう

4. 論文の構成について

5. 論文を書いてみよう

おわりに



はじめに

• この動画を見てほしい人：

全ての甲南大学経済学部生

懸賞論文にチャレンジしてみたい人

卒業論文を書く予定の人

レポートと論文の違いについて知りたい人

• 論文は「作法」を知っていれば、誰でも書けるようになる。

研究テーマを決める → 先行研究を調べる → 研究する → 論文にまとめる



1．レポートと論文の違いは？

レポート（報告書）

＜テーマ＞

他者に与えられる／自ら決められる

＜内容＞

既知の情報を整理し、まとめたものでも良い

解決済みの問題を取り扱っても良い

自分の意見（主観的主張）を含めて良い

論文（学術論文）

＜テーマ＞

自ら決められる

＜内容＞

研究の成果をまとめたものでなければならない

未解明・未解決の問題を取り扱う必要がある

客観的で再現可能なものでなければならない

新規性が求められる



2．研究について

• 研究とは：

これまで誰も知らないことや解決できていないことを明らかにして、人類の

未来に貢献すること。（理系だけのものでは無い！）

• 研究テーマの選び方：

① 自分が明らかにしたいと考える問題・課題は何？

② その問題・課題に関する専門分野の文献（論文や学術書）を調査し、これまでに

明らかになっていることと未解決のことを確認する。

③ まだ明らかになっていないことの中から、自身の興味・関心や知識、論文執筆に

かけられる時間等を考えて、研究テーマを選択する。



3．先行研究を調べよう

• なぜ先行研究を調べるの？

自分が初めて明らかにしたと思うことが、すでに他者によって明らかにされて

いたという事態を避けるため。

• 先行研究は、学術雑誌掲載論文を中心に調べよう。

学術雑誌掲載論文や学術書に公表されている研究成果は、通常、第三者に

よる査読や校閲作業を経ているため、情報の信頼度が高い。

（出典・出所が不明な文献やデータは、絶対に引用・参照しないこと！）



3．先行研究を調べよう

• Google Scholarを活用する。

Googleで「Google Scholar」と検索。

• 甲南大学図書館（CiNii Research、J-Stage）を活用する。

甲南大学図書館HP（https://www.konan-u.ac.jp/lib/）

→ 情報検索データベース → CiNii Research もしくは J-Stageを選択。

• （例）「キャッシュレス」で調べてみると・・・









3．先行研究を調べよう

• 収集した論文は、要旨と結論、参考文献に目を通そう。

論文には、最初に要旨やキーワードが、最後に結論や残された課題、

参考文献が記載されていることが一般的。

要旨や結論 → 自身の研究の参考にできそうかどうかを判断。

残された課題 → 自身の論文作成のヒント。

参考文献 → 新たな文献や有名論文の発見。

• めぼしい論文がピックアップできたら読み込んで、その内容・要点をノートや

Excelにまとめておこう。



4．論文の構成について

• 論文の構成は以下の通り。

• タイトル

• 著者名

• 所属

• 要旨、キーワード

• 序論

• 本論

• 結論

• 参考文献

• タイトル：最後に決定するのが良い。

• 要旨、キーワード：問題意識や研究方法、主要な結論について

簡潔に書く。

• 序論：問題意識や先行研究との違いについて述べる。

• 本論：自身の行った分析・考察の方法と過程を示す。

• 結論：分析・考察によって得られたものの意義を解説し、未解決

の課題や問題がある場合、それについて触れる。

• 参考文献：誰もが確実にその文献に辿り着けるよう表記する。



5．論文を書いてみよう

• 論文執筆工程の目安

＜論文の要件を確認する＞

研究テーマ選定：1週間

先行研究調査：2週間

研究：1ヶ月以上

論文執筆（2万字（A4×14枚））：1ヶ月

＜原稿提出＞

校正：2週間

＜校了＞

論文完成まで3～4ヶ月はかかると
見ておくことが望ましい。

（提出期限から逆算して執筆開始
の時期を考えよう。）



おわりに

• ゼミ指導教員以外も頼ろう

選んだ研究テーマによっては、色々な先生にアドバイスをもらった方が良い場合
もある。（論文に謝辞があると格好いい）

• 締め切りを守ろう

論文を書き上げて提出して終わり、では無く、そこから校正作業や出版に向けて
の作業が発生する。

• 絶対に研究不正は行わない

ねつ造（存在しないデータや結果を作成）、改ざん（データを不正に加工）、剽窃・
盗用（無断流用）等の研究不正は行わないこと。先人に敬意を払って正しく引用を。



•ご視聴いただき、ありがとうございました。


